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論 文 内 容 の 要 旨 
中国の歴史都市にみられる伝統的建築の中で，宗教建築はとりわけ重要な位置を占め
ている。巨大な廟宇や伽藍建築は都市景観の大きな要素である。大規模な宗教建築は国
家祭祀と緊密に結びつき，小規模なものは庶民の生活空間の中で重要な機能を果たして
きた。現代中国では猛烈な都市開発や文化大革命によって多くの宗教建築の多くが消
滅・改変されてきたが，かなりの数の宗教建築が現在も旧市街に残る。  
本研究は元代の大都以来，明・清代の北京における宗教建築の分布の地域性とその立
地要因を，筆者が独自に作成した清代の詳細な都市図である乾隆図の宗教建築のデータ
ベースをもとに，建築物の面積等から分析した歴史地理学研究である。  
 
本論文の構成は以下の通りである。  
Ⅰ．序論  
１．研究の背景  
２．研究の目的と分析手順  
３．研究内容の特色と各章の構成  
Ⅱ．中国の宗教建築の研究動向―1980 年代以降   
１．中国における宗教建築発展の道筋  
２．各分野の宗教建築の研究  
３．将来の歴史地理学における宗教建築の研究方向  
Ⅲ．北京城の位置と規模の変遷―元，明，清   
１．元，明，清の宗教建築の装飾文様―瑞祥の守護神  
２．元，明，清の宗教建築の屋根様式―身分の象徴  
３．元，明，清の宗教建築の空間配置―風水の運用  
Ⅳ．元，明，清の宗教建築の細部の意匠と空間配置   
  １．元，明，清の宗教建築の装飾文様―瑞祥の守護神  
  ２．元，明，清の宗教建築の屋根様式―身分の象徴  
  ３．元，明，清の宗教建築の空間配置―風水の運用  
Ⅴ．資料としての『乾隆京城全図』  
  １．『乾隆図』の作成と内容  
  ２．『乾隆図』についての先行研究  
Ⅵ．内城の宗教建築の分布   
  １．北京の現状と問題の所蔵  
 ２．研究対象地域の概観  
３．乾隆時代の北京  
４．西城地域の宗教建築の分布  
５．東城地域の宗教建築の分布  
Ⅶ．外城の宗教建築の分布  
 １．宣武地域の宗教建築の分布  
２．崇文地域の宗教建築の分布  
Ⅷ．結論  
付論  
  
本研究の内容と特徴としては，次の４点が特筆される。  
第１に，北京の宗教建築に研究対象を絞り，宗教建築のようなミクロな要素を通して
都市景観の変容への影響を分析することを目的としたこと。  
第２に，1750 年代作成の『乾隆京城全図』を主たる資料として，そこに描かれた宗教
建築を，宗教の種別，数，面積などの項目でデータベースを作成した。さらにそれらの
集計し，内城，外城にわけて地図化したことである。地図化に際しては，内城を紫禁城
の中軸線で南北に分割し，西側が東西方向に 6 ブロック，東側が東西方向に 5 ブロック，
外城は西側が東西方向に 7 ブロック，東側が東西方向に 6 ブロックに等分した。さらに
南北に関しては，内城は南北方向に 10 ブロック，外城南北方向に 7 ブロックに等分し，
合計 201 のグリッドとした。そのなかで，仏教（寺・院・堂，庵），民間宗教(廟，殿，
祠)，儒教（廟宇），道教（宮，観）イスラム教（清真寺，礼拝寺），キリスト教（天主堂）
の種別と規模（面積）を基本資料とした。  
第３に，このグリッド（街区）ごとの分布パターンの形成要因を，北京の商業活動や
庶民が暮らす胡同との関わり，寺社参拝（中国語で香寺）の利便性，市内の街区の歴史
性などから考察したこと。   
第４に，『乾隆京城全図』の宗教施設分布の分析を支えるものとして，『乾隆京城全図』
自体の書誌的，地図史的意義の研究史を概観（第Ⅴ章），中国における宗教建の研究動向
（第Ⅱ章），北京城の位置・規模の変遷（第Ⅱ章），宗教建築の細部の意匠についての中
国各地の事例の考察（第Ⅳ章）で後方から補強したことである。  
 
これらの考察から得られた知見と結論は，以下の６点に集約される。  
１．『乾隆京城全図』はその詳細な情報量と近代西欧の測量技術を活かした精確さから，
北京の歴史景観を復原できる一級資料である。  
２．中国の歴史的都市に関する研究はさまざまな分野で数多くの研究業績の蓄積がある
が，宗教建築を意図的にとりあげ，その広域分布パタンーンやその形成要因を考察し
た分析はこれまでほとんどなかった。筆者の狙いはこの間隙を埋めることで，歴史地
理学の手法を中心に北京の宗教建築を分析している。  
３．北京城の総面積の３分の２が内城で占められ，元，明，清の北京城にある宗教建築
は主として内城に分布する。過去の北京の都市計画にとって，城壁の存在は，“うち”
と“そと”を区切るものとしての役割はきわめて大きい。清代には支配民族である満
族の貴族・官僚が内城に居住し，漢民族は外城に移住させられた。その外城の崇文区
と宣武区を合わせても内城の面積よりも狭い。このなかに広い敷地をもつ寺院が密集
して分布し，住宅地と宗教用地の棲み分け，空間配置も明瞭である。幹線道路や船着
き場など輻輳する地区に宗教施設が数多く分布する。  
４．外城では商業機能が卓越し，宗教建築の面積が相対的に内城に比べて狭小で，粗末
な民間信仰建築，仏教の庵が多い。また錯綜した路地に埋もれた胡同では道教や民間
信仰の小規模の建築物や庵が多い。  
５．宗教建築のミクロな特徴は合院式である。北京，太原，成都，南京，杭州，蘇州 ,重
慶，広州などの伝統建築の調査を通して，合院式は仏教建築群の伽藍様式の空間配置
の影響を受けて誕生したもので，閉鎖型の空間配置に特色を見いだした。  
６．北京紫禁城の中軸線に重要な建築が集中し，中軸線の左右の対称的位置にその他の
建築が分布する。この理由として，儒教の「中正仁和」思想の影響があげられる。ま
た地形に沿って建築が「八卦」の細部として宗教建築が分布する場合は，風水思想に
おける鬼門で邪気を防ぐ障壁が生まれた。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 公聴会では，副査やフロアからの意見で，研究手法とその図表現，既往文献の熟読や
研究史の消化がやや不十分との意見が出た。個々の章のつながりが必ずしも明瞭ではな
いことに加え，Hok-lam Chan の 2008 年に Washington University Press から刊行され
た Legends of the Building of Old Peking への言及やそれを踏まえての議論がなかった
ことは大きな課題とされた。また，宗教建築の分布に力点を置いたため，論文中にミク
ロ的，個別的な代表的建築の歴史的記載への言及が少なく，北京の宗教建築の現状の写
真や記述が不足しているとの指摘もされた。  
明清時代の儒教は国家祭祀であり，単に宗教建築として，そのほかの仏教，イスラム
教，民間宗教（道教）とは同じレベルでは論じられない。中国の宗教・建築史にとって，
前近代と近代をわけるのみならず，民国時代と人民共和国の区別，さらに人民共和国時
代でも，文化大革命時代とその後の改革開放期とでは，宗教建築の意義は大きく変化し
ている。文化大革命で宗教建築が徹底的に破壊されたり転用されたりしたのが，近年は
観光資源として復原され新たな意味づけがされている。その変化を今後丹念なフィール
ドワークでとらえることも課題とされた。  
北京を『乾隆京城全図』から抽出した宗教建築のマクロな分布図や，さまざまな宗教
を包括的に扱いながら，面積計測による考察というこの論文の核心部分に対しては，そ
の努力も含めて好意的評価がされた。ただ，現代の測量地図と照合して計測した宗教建
築の面積は，都市地理学的視点では土地利用でもあり，北京の歴史的都市計画という大
きな文脈での考察も欲しかった。さらに面積以外でもそれぞれの宗教ごとの建築の分布
の集中分散傾向の分析とその解釈にはなお不満もある。また，掲載主題図の縮小率が大
きすぎて，その詳細が読めない点，グリッドの単位や距離などの規定が不十分であるな
ど，主題図としての表現法の未熟さも指摘された。面積計測は多大な時間をかけそれ自
体のデータベースは貴重な成果であるが，作成当時としては最高水準の測量や描画技術
の駆使した『乾隆京城全図』自体にもひずみがある。現代の歴史 GIS ではその補正技術
が精緻化されおり，その消化と適用も今後課題である。  
以上のようにいくつかの課題は残すが，宗教建築を通じた北京の歴史都市の景観変容の
一端が，東アジア文化交渉学，歴史地理学の学際的手法にもとづく歴史地図分析によって
明らかになったことは大きな意義がある。日本語で A4 判 126 頁，約 12.5 万語の分量があ
り，本学の課程博士の授与資格を満たしているものと判断される。  
 
